
【橋梁】
４.予防保全型管理の深化
（1）再劣化の抑制（御意見への対応）
（2）新技術・新材料の活用 （新規）
（3）対策優先度の設定（新規）
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 止水対策だけでは、排水が難しい場合もあるため、流末処理、滞水対策についても、徹底
する。

流末処理・滞水対策の方針

国総研資料第1121号「道路橋の耐久性の信頼性向上に関する研究」（2020年６月）抜粋

第2回委員会時の御意見
・止水対策は非常に良い対策である。

・既設構造物は遊間が狭いなど止水対策が難
しい場合もある。止水も重要だが、水を確
実に流すための流末処理も今後の対策とし
て大切である。

・滞水しやすい箇所については、止水だけで
はなく、滞水対策も重要になる。
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床版水抜き孔の流末処理 排水管の支持方法 排水管の流末処理
床版水抜き孔には排水パイプを設け、

排水パイプは出来るだけ短い距離で垂
直に横引き排水管などに導くようにす
る。塩ビ管等にて導水管を計画するこ
とも考えられる。

管と管の接続部が破損や脱落が原因
となり、排水管からの漏水が確認され
ている。伸縮継手管の採用や上下2点
での支持方法を採用することが考えら
れる。

垂れ流し排水管では、部材に排水が
かからないようにするのがよい。例え
ば、下フランジ下面から600ｍｍ以上
下げる工夫がある。

排水管から排水を垂れ流す場合、排
水管は下フランジより600ｍｍ以上の
長さを確保することが望ましい。

浸入させない ➡ 流末処理
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継手部の環境改善※１ 橋座面の環境改善※２

鋼部材の継手部では腐食させないように滞水させないの
がよい。鋼部材の塗装は健全に見えても、連結版や補剛材
などの材片が密集した箇所周辺では、滞水等の影響により
塗装が劣化し、錆や腐食が進行している例が多くみられる。
検証実験では、連結版の縁端形状を両勾配タイプとするこ
とで、水平タイプよりも滞水量が少なくなることがわかっ
ている。

橋座面には沓座モルタルや支承台座など突起物があるこ
とから、これらの突起により排水経路を遮断しないように、
排水経路を確保することが望ましい。特に橋座面は土砂や
ゴミの堆積なども多く、排水幅が狭い場合には、排水詰ま
りを起こしやすいことから、適切な排水路幅を確保するか、
排水経路を見直した形状を計画する。

浸入しても滞留させない ➡ 滞水対策

※１︓採用にあたっては、温度変化により母材と継手の
間に隙間が発生することに留意して、対策の検討
をすること

※２︓採用にあたっては、無収縮モルタルのコテ仕上げ
による不陸が起因して、滞水が発生することがな
いように、図面に記載すること
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工法 補修設計マニュアル 静岡県橋梁設計要領
床版水抜き孔の流末処理 改定 対応済み
排水管の支持方法 改定 対応済み
排水管の流末処理 改定 対応済み
継手部の環境改善 改定 改定
橋座面の環境改善 改定 対応済み

対応方針

 マニュアル等を改定することで、今後の補修・新設設計に反映させる。
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分
類

番
号 推定される原因 内容 本県の該当状況

（推定）

設
計

① 原因除去不足 原因（水、ASR、塩害など）を除去しないで補修した場合、補修前と同じ劣化が発生する
ことが多い。 あり

② 断面修復範囲の
設定

コンクリートの劣化部および鉄筋付近のはつり範囲や深さが適切ではない場合、断面修復
箇所が早期に剥離する事例が多い。 なし

③ はつり端部の処理 断面修復箇所の端部がフェザーエッジ形状になると、断面修復材が早期に剥離する事例が
多い。 なし

④ 打継目の処理 打継目から劣化因子が浸入し、早期に剥離やひび割れが生じている事例が多い。 なし
⑤ 寒冷地の地覆 寒冷地の地覆は、断面修復材にひび割れや剥離が早期に発生している事例が多い。 なし

材
料

⑥ 断面修復材の収縮 断面修復材の収縮量が大きい場合、早期に剥離やひび割れが発生する事例が多い。 あり

⑦ アルカリシリカ
反応

アルカリシリカ反応により劣化したコンクリート構造物の断面修復部は、アルカリシリカ
反応の進展により早期に剥離やひび割れが生じる事例が多い。 なし

施
工

⑧ 下地処理不足 下地処理不足により、断面修復材と母材コンクリートとの接着不良が発生し、打継目から
水が浸入して剥離やひび割れが発生している事例が多い。 あり

⑨ 鉄筋の防錆処理 断面修復箇所の鉄筋が腐食している場合、防錆処理が適切に行われていないと、早期に断
面修復材の剥離やひび割れが発生する事例が多い。 なし

⑩ 養生不足 断面修復工の施工後、不十分な養生によって早期にひび割れや剥離等を招く事例が多い。 あり

⑪ 狭隘部等の施工 桁端部などの狭隘な箇所に断面修復工を施工する場合、はつりや鉄筋のケレン作業、断面
修復材のしごき等の作業性が低下することから、ひび割れや剥離等が発生する事例が多い。 あり

⑫ 気象条件 外気温が製造者の指定する条件と異なる場合、異常凝結、硬化不良や接着不良を起こすこ
とがある。 なし

 コンクリートの断面修復など対策工（修繕）の効果が得られず再劣化する場合もあるの
で、対策工の効果の良否について分析する。 第２回委員会時の御意見への対応

コンクリートの再劣化の原因推定 「コンクリート構造物の補修における再劣化抑制のポイント」を一部加筆・修正
（平成30年9月 岐阜社会基盤研究所 インフラ補修システムの再評価研究会）



稲川橋・主桁・ひびわれ
⇒⑥断面修復材の収縮
⑩養生不足
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 再劣化が生じている橋梁について、その原因を推定した。

境沢橋・主桁・ひびわれ
⇒①原因除去不足
⑥断面修復材の収縮
⑪狭隘部等の施工

汐入橋・主桁・ひびわれ
⇒ ①原因除去不足
⑥断面修復材の収縮

清水橋・橋台・うき
⇒⑥断面修復材の収縮
⑪狭隘部等の施工

石窪沢橋・橋台・うき
⇒⑥断面修復材の収縮
⑧下地処理不足
⑩養生不足

東松澤橋BOX
主桁・ひびわれ

⇒⑥断面修復材の収縮
⑩養生不足

八幡橋・橋台・うき
⇒⑥断面修復材の収縮
⑧下地処理不足
⑩養生不足

凡例
緑︓設計に関すること
赤︓材料に関すること
青︓施工に関すること
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原因 抑制対策

設

計

①原因除去不足 補修マニュアルへの記載による周知

材

料

⑥断面修復材の収縮 収縮しない材料の活用（新材料）、補修マニュアルへの記載による周知

施

工

⑧下地処理不足
⑩養生不足
⑪狭隘部等の施工

現場管理（指導の徹底）、補修マニュアルへの記載による周知

記載内容（例）
・過去に再劣化した状況を事例
として紹介する。

・同様な再劣化を防ぐ。

記載内容（例）
・狭隘部の施工が可能かしっかり検討する。
・気象条件、施工状況を踏まえ、施工時に注意を要する点
（留意点）を図面に記載する。現場での品質意識を高める。

記載内容（例）
・劣化原因（漏水等）の除去を必ず行う。
・施工状況により劣化原因が除去できない場合は検討が必要
であることを図面に記載する。

・設計時点で原因除去対策を必ず考える。現場の対応方針を
明確化する。


